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総本部よりのお知らせ－マリア会 
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アジアゾーン会議（AZC） 

アジアのマリアニストゾーンメンバーが 4 月 23 と 24 日に東京のシャミナード修道院で

会議を開きました。 

 

会議にはアジアの 3 行政単位の責任者が出席しました：日本地区長で、ゾーン議長の任務

を終える市瀬幸一師、韓国地区長、Dominic Park 師、そしてインド地区長、Prakash Kujur 士

の 3 名、更にゾーンの書記でアジア・マリアニスト研究センター（ACEMS）長の Ignase 

Arulappen 師、通訳として David Herbold 士、それに、霊生局長、Pablo Rambaud 師が出

席しました。 
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会議では、3 つの地区の現況について話し合われ、また各地区でこの一年間に起きた最も

重要な幾つかの出来事が話し合われました。市瀬師の議長としての 3 年間の任期が終了し、

Prakash Kujur 士が次の 3 年間の議長に選ばれました。アジアのマリアニスト研究センター

（ACEMS）の活動も評価され、また、2027 年に開催される次回のアジア・マリアニスト家

族シンポジウムに向けた計画がスタートしました。 

 

この会議の重要な部分は、将来ベトナムにマリア会を創設する可能性について話し合うこ

とでした。日本地区には 1 人のベトナム人修道士がおり、また数年前から数名のマリアニス

トシスター（FMI）がベトナムにいます。この問題に関する話し合いは今後数か月かけて総

長評議員会との対話で継続されることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素晴らしい歓迎と配慮に対して、シャミナード修道院の兄弟たちに特別に感謝致します。 

 

Jonas Hodabalo Kpatcha 師、2 期目のトーゴ地区長に任命 

2025 年 4 月 11 日、総長はその評議委員会との会議において、Jonas Hodabalo Kpatcha 師

をトーゴ地区長として 3 年間の 2 期目の任期で再任しました。Jonas 師は兄弟たちと地区へ

の奉仕のためのこの任命を、信仰と奉仕の精神で寛大に受諾しました。彼の 2 期目は 

左より：Dominic Park 師、Ignase Arulappen 師、Pablo Rambaud 師、 
Ichise Koichi 師と Prakash Kujur 士 
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2025 年 9 月 12 日に始まり 2028 年 9 月 11 日に終了します。 

 

総長評議員会は、この意見聴取への幅広い会員の参加と、地区メン

バーの意見を知るのを可能にした回答への真剣さについて、全ての

兄弟たちに感謝します。総長評議員会はまた、地区の奉仕に尽くし、

任務を終える地区長評議員会のメンバーにも感謝します。 

 

 

 

拡大総長評議員会、ズーム会議を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 9 日、水曜日、拡大総長評議員会が 5 つの時間帯と 6 か国の責任者たちと繋がるズー

ム会議で開催されました。総長、総本部局長、および 5 つのゾーン会議議長が参加したこの

会議は、総会決議事項、国際養成プログラム、弱者保護のためのガイドライン、そして各ゾ

ーンの現状などの主要議題に取り組みました。5 つのゾーン会議議長は：アフリカ：Stephen 

Wanyoike Mburu 師（東アフリカ地区）；アジア：ヨセフ市瀬幸一師（日本地区）；ヨーロッ

パ：José María Alvira 士（スペイン管区）；ラテンアメリカ：Luis Casalá 師（ラテンアメリ

カ地区）；北アメリカ：Oscar Vasquez 師（USA 管区）たちです。 

 

 

マリアニスト最初の共同体“希望の聖母” ガル、ガーナ 

2025 年 2 月の会報 Via Latina 22、338 号で、私たちはガーナにおける新たなマリア会創

設についてお知らせしました。この短い記事で、私たちはこの国における新しいマリアニス

ト共同体と、その任務について皆さんに紹介したいと思います。 
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希望のしるしの下に祝われている聖年の最中に創設されたこの新しい共同体は、“希望の

聖母”の名でおとめマリアに奉献されています。事実、2025 年 3 月 31 日以来、最初の共同

体はこの共同体の第３のメンバー、Phillip Christopher Adoka Okisai 士の到着でメンバー

がそろいました。彼はザンビア、ルサカで数学の勉強を終えました。彼はケニアから 3 月 24

日、トーゴに到着し、教員免許保持者としてトーゴの地区長、Jonas Kpatcha 神父に伴われ

て彼の新しい共同体に移動し、最初のメンバーとして共同体に加わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナブロンゴ・ボルガタンガ 教区の司教は、マリアニストのカリスマに従ったキリスト教

的教育と社会における若者のキリスト教的養成をマリアニストの存在に期待しています。具

体的には、私たちが福音の証し人としてこの挑戦に立ち向かうよう求められているのは、ガ

ルの Father Morin Memorial Education Complex 中学校における私たちの教育的任務を通

してなのです。 

 

この新しい冒険に挑戦しているトーゴ地区と、この新しい宣教に協力している東アフリカ

地区のために，引き続き祈り、支えましょう。私たちは、この新しい宣教に“Yes”と応え、

すすんで献身した、Patrice Agao、Phillip Adoka、そして Frédéric Bini の最初の 3 名の兄

弟に感謝を申します。 

 

世界におけるマリア会教育事業の統計：2024 年－2025 年 
 

「教育は信仰を育むための特別に恵まれた手段である」、とマリア会の

『生活の規則』第 74 条は述べています。1819 年、私たちマリニストの

歩みは、フランス、ボルドーのムニュ通りの最初の学校開設と共に始ま

りました。私たちの創立者、福者ギヨーム・ヨセフ・シャミナードは、よ

り良い将来を形成するのはその時代の若者をマリアニスト的、福音的価

値で教育することによって始まることを知っていました。このビジョン

左より：校舎の前に立っている Patrice Agao 士、Phillip Adoka Okisai 士と Frédéric Bini 士 
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は、205 年以上後に、25 か国の約 125 ものマリアニスト教育事業で 118 千名を超える生徒

を抱えて発展し続けています。 

 

マリアニスト教育についての最近の統計を下記紹介します、公式と非公式のカテゴリーに

分けられています。（2024 年-2025 年 教育事業ディレクトリ） 

公式教育事業 (PDF 版) 

行政単位 学校数 生徒数 教員数 SM 教員 管理職 修道者数 

ラテンアメリカ 17 21404 1979 15 376 31 

東アフリカ 9 5662 264 20 50 43 

スペイン 20 24240 1724 17 189 49 

フランス 10 11863 837 10 420 18 

コートジボアール 2 3078 111 6 93 9 

インド 7 3821 182 28 23 33 

イタリア 1 1150 90 0 3 3 

日本 4 5720 462 1 67 6 

韓国 1 481 45 1 5 2 

メリバ 3 4673 294 16 34 24 

オーストリア 3 2441 269 0 29 3 

トーゴ 3 1666 132 22 22 22 

USA（小中高） 17 11239 913 9 507 26 

USA（大学） 3 16800 1126 6 632 41 

USA（全） 20 28039 2039 15 1139 67 

合 計 100 114238 8428 151 2450 310 

非公式教育事業 (PDF 版) 

行政単位 事業数 生徒数 男性 女性 教員数 SM 数 

イタリア 1 400 - - 20 3 

インド 5 2222 797 1425 75 14 

スペイン 2 266 90 176 19 4 

USA 1 500 - - 5 1 

ラテンアメリカ 13 733 312 421 55 24 

合 計 22 4121 1199 2022 174 46 

 

https://marianist.org/elementor-761/society-of-mary-sm/sm-education/sm-education-directory/
https://marianist.org/PDFs/education/Mar.Ed.2025.Eng.noemails.pdf
https://marianist.org/PDFs/education/Non-Formal-EduWorks-2025.pdf
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総本部財務委員会のズームによる会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マリア会の全ての行政単位のように、また、『一般財務指針』35 条に従って、総本部も財

務分野で調査し助言を行う委員会を配置しています。この委員会は少なくとも年 1 回集ま

り、そしてその年の残りの期間、普段は必要に応じて適宜連絡を取り合っています。 

 

今年、委員会は、2025 年 4 月 15 日にズーム会議を行いました。総本部の投資と財務活動

の状態についての通常の調査に加え、委員会は昨年 7 月の第 36 回総会よって財務局に与え

られた方針に焦点を当てました。委員会は次のメンバーで構成されます： 

 

総本部の Jérôme A. Balakiyema 士、Michael J. McAward 士（メリバ管区）、Robert J. 

Metzger 士（USA 管区）、そしてミネオラのシャミナード高校を卒業した、ニューヨークか

らの財務専門家、Paul McDonald 氏の 4 名です。 

 

総本部の証券類の投資の管理者、Ron Kern 氏、Katie Hendin 夫人、Heather Wineinger

夫人が同じく会議の最初の部分に出席しました。 

 

閉会の挨拶で、委員会議長、Jérôme 士は、世界中での総本部の任務、とりわけ貧困者と

見捨てられた人たちに対して宗教教育との社会的支援を提供する事業、をサポートする総本

部の能力を維持するのを助けるうえでの委員会のメンバーたちの支援に感謝しました。 

 

 

上列 左より：Robert Metzger 士、Jérôme Balakiyema 士 
下列 左より：Michael McAward 士、Paul McDonald 氏 
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JPIC と関連する役務調整者のオンライン会議 

 

正義、平和、そして自然環境保護（JPIC）委員会、

総長連合（USG）そして総長国際連合（UISG）は、

その事務局を通して、全修道会の JPIC 調整役と推進

役のための世界オンライン会議を企画準備しまし

た。 

 

これらオンライン会議は、2025 年 2 月 21 日から 

3 月 21 日まで毎週金曜日、大陸毎に行われました。

総長評議員会は、総本部財務局長の 2025 年 1 月 20

日付け書簡を通して、これらの会議への行政単位の

効果的な参加を促しました。これら一つひとつの会

議で取り上げられた主要な話題は、JPIC 委員会からの説明、各大陸での主要課題と関心の

識別、そして協力の方法に焦点を当てました。 

 

JPIC 委員会は、教会の社会教説と各修道会のカリスマと調和して、世界の正義、平和、

そして自然環境保護の福音的価値を推進するうえで修道会を活気づけ、支援するよう努めて

います。この委員会は、私たちの世界に影響を及ぼす差し迫った問題と、最も疎外され傷つ

きやすい共同体への連携した応答に向けて、修道会間のネットワークと協力を結びつけ、力

づけ、励ます働きをする、グローバルプラットフォーム（世界中で利用できる共通の基盤や

標準）として奉仕しています。 

 

気候変動、移民と移住、戦争、暴力、不安定、過激主義、教育、偽情報（社会メデイア）、

腐敗、天然資源の採掘、公害、虐待、富の分極化、そして貧困などが確認された幾つかの主

要な課題と懸念事項です。 

 

 

福者 Jacob Gapp：神への希望を持って戦う人 

希望は、信仰と愛とともに、超越性と関連している対神徳です。希望は神の約束にその源

を持ち、この神の約束，すなわち神の国の実現を目指します。それは将来についての単なる

予想ではなく、愛における生き生きとした、奥深い、積極的で自ら行動を起こす態度です。

この態度は『カトリック教会のカテキズム』が教えていることです：「希望は対神徳であり、

この徳によって、私たちは自分の力に頼るのではなく、キリストの約束に信頼をおいて、私

たちの幸せとして天の国と永遠の生命を熱望します。《約束してくださったのは真実な方な

のですから、告白した希望を揺るぎなくしっかり保ちましょう》（ヘブライ 10・23）」(n.1817)。
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従って、「希望の徳は神が全ての人の心に置かれた幸福への熱望に応えます；希望の徳は、

人間の活動を活気づける希望と取り組み、天の国に導くために彼らを清めます；それは、人

を失望から守ります；それは、見捨てられているときに、人を支えます；それは、永遠の幸

福への期待で人の心を開かせます。希望によって元気づけられて、人を利己主義から守られ

て、愛から生ずる幸福へと導かれます」（ｎ.1818）。 

 

マリアニスト福者殉教者、ヤコブ・ガップ師(1897-1943)の地上での苦

闘と超自然的希望を、上記の説明よりもうまく説明出来る言葉はありま

せん。その生涯を通して、ガップ師は自分が愛する価値観のために戦う人

でした：すなわち、自分の母国、家族、マリアニストの召命、若者たちの

教育、社会正義、信仰とカトリック教会、自分の司祭職、貧しい人、真理

などです。彼の様々な苦闘は彼に次のようなものをもたらしました：戦争

での負傷＊、強制収容所、上長と同僚の不理解、親戚の非難、ナチス当局

による迫害、国外追放、騙され裏切られたこと、監獄、裁判、斬首刑によ

る不名誉な死、忘却、そして殉教者としての列福調査の方法による彼の名

声の回復と、結果として、1996 年の王たるキリストの祝日の列福。 

 

＊Emilio Gardenas 神父によれば：「多分それは勇気に対する 2 位の銀メダル、 

1916 年 8 月にイタリアの前線でガップ神父に与えられたのはそのようなメダルでしょう.“ 

 

これらすべての理由で、福者ガップの希望の徳は将来についての幻想からなっていたので

はなく、永遠の生命への堅固な信仰によって支えられた愛における、積極的で自ら行動を起

こす徳でした。 

 

ガップ神父は自分自身のために神に希望を置くだけではなく、自分の同僚、親戚、そして

全ての人のために永遠の善の実現を熱心に希望していました。彼の全生涯は永遠の幸せ、真

のキリスト教的希望の内容に向けられていました。そのことはガップ師がその書簡の中で自

分自身を表現しており、また、彼を知る人たちによって証言されたことです。（Positio super 

martyrio, p.106） 

 

彼の書簡の幾つかの文章を一瞥するだけで、私たちは彼の希望、彼の不動の信仰、そして

彼の愛のもつ強さへの洞察を与えられます。 

 

急死した彼の従兄 Seppl の妻に宛てた、1939 年 5 月 1 日付けの手紙です：「Olga、あな

たの手紙は何と痛ましい驚きを私に与えたことでしょう［…］神様、かわいそうな Olga に

とって何というショックでしょうか！ 誰かがこんなに早く、突然死ぬことがあるなんて！

［…］私は、Seppl がイエスの懐の中によい場所を見つけたと確信します［…］再会があり、

そして一緒に生きる永遠の生命があります…Olga、これらの真理について良く考えなさ
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い！［…］ Olga、子供たちのために努めなさい、幸せな死のために彼らを準備しなさい。

死は人生の最も重要な瞬間です」。 

 

1939 年 12 月 19 日の他の手紙で彼は書いています：「ここ

地上の人生は天上のいのちの準備です」。1942 年 4 月 2 日、

彼の姉妹たち Ana と Josefina に宛てて書いています：「地上

は私たちの最終的住まいではありません。私たちの愛する多

くの人々は既に《あそこ》にいます。私たちはこれら説得力

のある考えにしっかりなじまなければなりません。私は既に

それらの考えに充分に親しんでいます。私は予想されるあら

ゆる事態に静かに向き合っています」。1942 年 4 月 24 日の

Olga への返信：「もし私たちがただ正しく生きるなら、天国

で私たちの親愛なる人たちに合流します。そこにはすでに私

たちを待っている人がたくさんいます。私は自分の学習に喜

びを見出しています。私にとってそれが故郷で有効だと常に

考えています。すなわち、チロルの人たちと共に努力し、祈

り、苦しみ、そして死ぬことです」。 

 

 しかし、何より、彼の信仰、希望、愛はその死刑執行前に

マリア会上長と彼のいとこたちに宛てた別れの手紙にみら

れます。これらの手紙の中で、福者ガップは神と永遠の生へ

の信仰をより強く表明しています。Jung 神父に宛てて：「私

たちの仲間で会員たち全員に宜しくお伝えください；私はす

でに天に召された人たちに、皆さんからよろしくと伝えまし

ょう」。［このことばは、彼の並外れた信仰告白が初めて現れ

るところです］。「全てが過ぎ去り、ただ天国のみが残りま

す」。最後に、彼が斬首刑に処される数時間前、1943 年 8 月

13 日付の彼の親族に宛てた素晴らしい手紙、その中で、彼は

繰り返しています、「全てが過ぎ去り、ただ天国だけが残りま

す」と。 

 

私たちはこの手紙からの引用文を繰り返し紹介しませんが、私たちは皆さんに Emilio 

Cardenas 神父によって紹介されたガップ師の手書き収集の中にそれを読むよう強く勧めま

す。『全てが過ぎ去り、ただ天国のみが残る。殉教者ヤコブ・ガップの文書』、マドリード、

PPC、2024（ｐ.278-279、スペイン版/p.283-284、フランス語版/p.272-274、英語版） 
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最近の総本部通信 

 

 訃報：10－12 号 

 4 月 7 日：福者ギョーム・ヨセフ・シャミナードの列福銀祝の文書、マリアニスト家族世界評

議会から 3 ヶ国語で全マリアニスト修道者へ送付 

 

総本部日程 
 

 4 月 27 日－5 月 10 日：総長アンドレ・ヨセフ・フェティス師と財務局長ジェロ

ーム・バラキイェマ士がコートジボアール従属地区を訪問 

 4 月 28 日－5 月 15 日：霊生局長パブロ・ランボー師と教育局長デニス・バウテ

ィスタ士がオーストリア・ドイツ地区を訪問 

 5 月 21 日－23 日：総長アンドレ・ヨセフ・フェティス師がローマで総長連合の

会合に参加 

 


